
算数科指導におけるノート指導、家庭学習の習慣化 

                              杉戸町立高野台小学校                 

 

１ 教 科  算数科 

 

２ ねらい  算数科指導を通して、問題解決型学習の定着を図るとともに、他の教科に

おいても授業改善が図れるようにする。 

 

３ 取組内容（ノート指導・家庭学習の習慣化を中心に） 

 

（１）問題解決型学習の工夫 

○課題設定 問題把握から課題を教師が児童とともに設定する。 

・問題の数量関係はどうなっているか。 

・既習との違いは何か。 

・課題を解決するための見通しを児童がもてるように支援していく。 

○練り上げ 比較検討し、考えのよさやつながりを児童とともに見つけながら、明らか

にしていく。 

・聞き手は、自分の考えと比べながら聞き、大切なところを見つけていく。 

・教師は、児童の考えの特長やよさを関連づけやすくするために矢印や波線を使って書

き、まとめにつなげる。 

○まとめ まとめる段階では課題をどうすれば解決できたか、児童とともに課題に正対

したまとめをしていく。 

 

（２）思考の流れがわかる板書と自分の思考がわかるノート指導 

○１時間の学習の流れがわかる。 

○黒板を３分割し、同じ高さに、問題→課題→まとめをつながるように書く。 

○児童の考えは、小黒板に書かせ、練り上げの際に動かしながら整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○見開き 2ページ 

○ノート左端に覧を設け、日付や見出し等を入れる。 

○指導の流れをたど 

ることができる。 

○本時で学んだこと 

をはっきりさせる。 

○よい意見をノート 

にメモする。 

○感想を入れることで 

授業のふりかえりが 

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家庭学習のすすめ 

○家庭と連携した家庭学習の習慣化と自主学習の奨励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

○問題解決型学習・板書・ノート指導・家庭学習等を全校で合わせて取り組むことで、

算数だけでなく他の教科にも意欲的に取り組む児童が多くなった。 

○自分の考えを伝える話し合い活動の充実とともに、基礎・基本の定着に差がある。こ
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の２極化に対する手立てが家庭との連携を含めて依然必要である。 


